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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年6月16日(2011.6.16)

【公開番号】特開2011-84731(P2011-84731A)
【公開日】平成23年4月28日(2011.4.28)
【年通号数】公開・登録公報2011-017
【出願番号】特願2010-190798(P2010-190798)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  63/181    (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  63/195    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  63/181   　　　　
   Ｃ０８Ｇ  63/195   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年4月5日(2011.4.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
多価フェノール残基と、芳香族多価カルボン酸、その酸ハロゲン化物又は酸無水物の残基
とを含む芳香族ポリエステルにおいて、芳香族ポリエステル末端が、下記式（Ｉ）：
－Ｃ（Ｏ）－Ｒ　　　（Ｉ）
（式（Ｉ）中、Ｒは、脂肪族基、脂環族基、単環芳香族基、多環芳香族基、縮合芳香族基
、複素環基、若しくはこれらの組み合わせから成る基であり、又はこれらの基の少なくと
も一つの水素が、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素、アルコキシル基、メルカプト基、スルフ
ェナト基、スルフィナト基、スルホ基、アルコキシカルボニル基、アシル基、アルコキシ
スルフィニル基、アルキルチオカルボニル基、チオスルホ基、シアノ基、チオシアノ基、
イソシアノ基、イソシアナト基、イソチオシアナト基又はニトロ基により置換されている
ところの基である）
で示される構造を有し、かつポリエステル末端封止率が９０％以上であり、加えて、芳香
族ポリエステルの重量平均分子量（Ｍｗ）が、３，０００～１，０００，０００であるこ
とを特徴とする芳香族ポリエステル。
【請求項２】
上記ポリエステル末端封止率が９５％以上である、請求項１記載の芳香族ポリエステル。
【請求項３】
上記式（Ｉ）中のＲが、単環芳香族基、多環芳香族基、縮合芳香族基若しくは複素環基で
あり、又はこれらの基の少なくとも一つの水素が、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素又はアル
コキシル基により置換されているところの基である、請求項１又は２記載の芳香族ポリエ
ステル。
【請求項４】
上記式（Ｉ）中のＲが、フェニル基、ナフチル基、アントラニル基、フェナントリル基又
はこれらの基の一つの水素がフッ素、塩素、若しくはメトキシル基で置換されている基で
ある、請求項１又は２記載の芳香族ポリエステル。
【請求項５】
ポリエステルの重量平均分子量（Ｍｗ）が、２０，０００～１００，０００である、請求
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項１～４のいずれか一つに記載の芳香族ポリエステル。
【請求項６】
メルトフローレート（ＭＦＲ、単位：ｇ／１０ｍｉｎ、測定条件：３２０℃、１０．０ｋ
ｇ荷重）が、１５．０以上である、請求項１～５のいずれか一つに記載の芳香族ポリエス
テル。
【請求項７】
多価フェノールがビスフェノールＡであり、芳香族多価カルボン酸、その酸ハロゲン化物
又は酸無水物が、二塩化テレフタロイル及び／又は二塩化イソフタロイルである、請求項
１～６のいずれか一つに記載の芳香族ポリエステル。
【請求項８】
光学材料用の請求項１～７のいずれか一つに記載の芳香族ポリエステル。
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